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〔はじめに〕	











































































つ，一旦 A を相談室に連れて行った。SC は，
A の表情が蒼白であり，体もこわばっていた
ため，相談室のソファーに座らせ，落ち着かせ
















































































































































尋ねると，A は SC の顔を見つめるが，応答し
なかった。SC が再度言葉をかけると，「怒らな







































































































































また，A の連絡帳を 3 名で改めて吟味して
いると，学級担任が，「毎日，僕の文の最後が「お































































































































反応はなかったが，X のメンバー 5 名全員の決
め台詞を演じ，その詳細な説明をしてきた。表
情にも多くの笑顔が見られた。
冬休みが明け，1 月の下旬から SC は出勤と
なった。すると，養護教諭から，A の飛び出
しが微増したとの報告があった。



































Ⅴ　終結に向けて（X＋ 1 年 2 月下旬～ X＋
1年 3月）　#26 ～ 28
学級担任・養護教諭から，この時期は，再び
A の飛び出しが減少したことが語られた。昼




















































（30 代女性）が A を担任した。「B 先生から A
くんの対応や理解についてうかがいました」と
話し，飛び出し等の問題のないことが報告され

































第に操作をせず，A と SC のカードの配布を対


















































































































































































A との対話を深めたり，さらなる A へのアセス
メントに加えたりすることも，必要であっただ
ろう。
〔まとめ〕
本事例では，対象の A に，「教室から飛び出
す」，「他児と小競り合いになる」，「床に座る・
寝そべる」，「離席する」などが学級担任から問
題として伝えられた。そして，SC は定期に面
接をしつつ，特に「教室から飛び出す」ことへ
フレキシブルに介入していった。ここから，A
が自身に発生していることを外在化し，検討さ
れた“作戦”を試すという，セルフモニタリング・
セルフコントロールにつなげていった。そして，
「教室から飛び出す」という A の行動変容が確
認された。これに端を発し，A が他者からコン
プリメントを受ける機会が増加した。そして自
己効力感の向上につながった。小競り合いに関
しても，その減少は，学級担任がそばにいたた
めか，A が「火」をうまくコントロールしてい
たのかは，判断できなかったが，一つの変容が，
A にポジティブなサイクルを生み出し，総合的
な変容をもたらしたことを確認できた。複数の
問題があった場合，問題を整理し，どこかに積
極的な介入をスタートさせることが必要である
こと、そして，ある変容がポジティブな作用を
もたらし，問題解決につながることをこの事例
から学ぶことができた。今後の実践においても，
解決に向けた第一歩を重視していきたい。
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